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絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
新
旧
対
照
条
文 

○
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第 
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（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 

第
二
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

動
物
園
、
植
物
園
、
水
族
館
そ
の
他
野
生
動
植
物
の
飼
養
又
は
栽
培
（
以

下
「
飼
養
等
」
と
い
う
。
）
及
び
展
示
を
主
た
る
目
的
と
す
る
施
設
と
し
て
環

境
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
動
植
物
園
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
又

は
管
理
す
る
者
は
、
動
植
物
園
等
が
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
重
要
な
役
割

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
前
二
項
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
行
う
施

策
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の

保
存
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
条 

削
除 

 

第
四
条
第
五
項
中
「
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
を
「
特
定
第
一
種
国

内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
要
件
」
を
「
次
の
各
号
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
、「
中
央
環
境
審

議
会
」
を
「
野
生
動
植
物
の
種
に
関
し
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
二
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
と
は
、

 

第
二
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

動
物
園
、
植
物
園
、
水
族
館
そ
の
他
野
生
動
植
物
の
飼
養
又
は
栽
培
（
以

下
「
飼
養
等
」
と
い
う
。
）
及
び
展
示
を
主
た
る
目
的
と
す
る
施
設
と
し
て
環

境
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
動
植
物
園
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
又

は
管
理
す
る
者
は
、
動
植
物
園
等
が
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
重
要
な
役
割

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
前
二
項
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
行
う
施

策
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の

保
存
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

  

第
四
条
第
五
項
中
「
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
を
「
特
定
第
一
種
国

内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
要
件
」
を
「
次
の
各
号
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
、「
中
央
環
境
審

議
会
」
を
「
野
生
動
植
物
の
種
に
関
し
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
第
二
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
と
は
、



  

二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
っ
て
、

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

 

一 

種
の
個
体
の
主
要
な
生
息
地
若
し
く
は
生
育
地
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
又
は
そ
の
種
の
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生
育
の
環
境
が
著

し
く
悪
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

種
の
存
続
に
支
障
を
来
す
程
度
に
そ
の
種
の
個
体
の
数
が
著
し
く
少
な

い
も
の
で
な
い
こ
と
。 

 

三 

繁
殖
に
よ
る
個
体
の
数
の
増
加
の
割
合
が
低
い
も
の
で
な
い
こ
と
。 

 

四 

国
際
的
に
協
力
し
て
種
の
保
存
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

い
こ
と
。 

 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
っ
て
、

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

 

一 

種
の
個
体
の
主
要
な
生
息
地
若
し
く
は
生
育
地
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
又
は
そ
の
種
の
個
体
の
生
息
若
し
く
は
生
育
の
環
境
が
著

し
く
悪
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

種
の
存
続
に
支
障
を
来
す
程
度
に
そ
の
種
の
個
体
の
数
が
著
し
く
少
な

い
も
の
で
な
い
こ
と
。 

 

三 

繁
殖
に
よ
る
個
体
の
数
の
増
加
の
割
合
が
低
い
も
の
で
な
い
こ
と
。 

 

四 

国
際
的
に
協
力
し
て
種
の
保
存
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

い
こ
と
。 

 

 
 

 


